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（　　）内 前月比

人口
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（▲42）

男
5,975人
（▲20）

女
6,437人
（▲22）

世帯
5,656世帯
（▲8）
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10 月 8 日 秋季例大祭（西嶋）
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まちのわだいいろんな出来事をお届け

本栖湖の「自然」を楽しむ
9 月 11 日　アウトドア・スポーツ教室（本栖湖）

　身延町体育協会主催でカヌー、Ｓ
サ ッ プ

ＵＰ体験
（ボードに立ち、パドルで水を漕ぐスポーツ）
を実施しました。天候にも恵まれ、参加者は
きれいな湖水や景色を堪能しながら楽しい時
間を過ごしていました。
　本栖湖では、ほかにもさまざまなスポーツ
を楽しむことができます。町内の自然豊かな
スポットに足を運んでみてはいかがでしょう
か。

スポーツを通じて交流

8 月 27 日　第 30 回 南巨摩地区グラウンド・ゴルフ交流大会
 （遅沢スポーツ広場）

　ターゲット・バードゴルフやパークゴルフ
などのスポーツが楽しめる遅沢スポーツ広場
にて、第 30 回南巨摩地区グラウンド・ゴル
フ交流大会が開催されました。
　南巨摩地区の各地から集まった参加者は、
日々の練習で鍛えた技を競い合い、楽しみな
がら交流を深めていました。

チームワークでボールを繋ぐ

8 月 27 日　第 40 回 南巨摩郡ママさんバレーボール大会
 （身延町民体育館）

　今年で 40 回目を迎える歴史ある大会で、
郡下 16 チーム、町内からは４チームが参加
し、熱戦が繰り広げられました。
　各チーム日頃の練習で培ったチームワーク
で、ボールをつなぎ得点を決めるプレーに、
会場は歓声と熱気で包まれていました。
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地域の話題や情報をお寄せください
政策室 広聴広報担当　☎ 0556-42-4801

身延町「暮らしの便利帳」を発行します
10 月 2 日　くらしの便利帳調印式（町長室）

　町では、株式会社サイネックスとの官民協
働事業により、身延町「暮らしの便利帳」を
発行することとした調印式を行いました。
　暮らしの便利帳は、町の各種手続や公共施
設案内、医療や防災情報等を一冊にまとめた
情報誌です。平成 30 年７月発行を目標に事
業を協働で進めています。

あけぼの大豆拠点施設 開設
9 月 29 日　あけぼの大豆拠点施設竣工式（旧原小学校）

　身延町が誇る、大粒で甘みの強い「あけぼ
の大豆」。あけぼの大豆の生産性の向上や知
名度、ブランド力を上げるため、あけぼの大
豆拠点施設が開設されました。
　あけぼの大豆拠点施設では、あけぼの大豆
を一か所に集め、選別機による品質の統一、
貯蔵施設による出荷時期の調整および加工品
の製造をすることにより、有利に販売できる
ようになることを目的としています。

車の運転気を付けて
9 月 28 日　秋の交通安全運動

　９月 21 日～ 30 日にかけて秋の全国交通
安全運動が実施され、身延町総合文化会館前
の国道 52 号で街頭指導が行われました。
　交通安全協会をはじめ、関係団体がお茶や
交通安全グッズを運転手に手渡しながら、安
全運転を呼びかけました。
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まちのわだいいろんな出来事をお届け

日蓮聖人を偲
しの

んで
10 月 7 日　身延山御会式万燈行列（身延山久遠寺）

　万燈行列は、日蓮聖人が 1282 年 10 月
13 日に入滅されたとき、季節外れの桜が一
斉に咲き揃い、弟子や信者がその桜の下で聖
人を偲んだという故事に由来して行われるも
のです。
　万燈行列は身延山総門から出発し、笛や
団
う ち わ

扇太鼓、鐘のお囃
は や し

子に合わせながら纏
まとい

を回
し、久遠寺本堂で盛大に万燈の奉納が行われ
ました。

高校生と考える、町の将来
10 月 7 日　町長と語る高校生の集い（役場本庁舎）

　町内に住む高校生と一緒にこれからの身延
町を考えようと、身延町総合戦略の事業の一
環として平成 27 年から始まりました。
　今回で３回目となった今年は、峡南高校、
身延高校、市川高校に通う生徒が参加しまし
た。高校生からは、身延町に住んでいて良かっ
たことや、活性化に結び付く提案など、充実
した意見交換会となりました。

いつまでも元気に、いきいきと

10 月 5 日　いきいき百歳体操 世話人・参加者交流会
 （旧久那土中体育館）

　身延町では、43 グループ 600 人以上が
週１回、いきいき百歳体操を実践しています。
今回、町内各所で百歳体操を実施している方
たちの交流会を開催しました。
　交流会では、町にいきいき百歳体操を広め
るためにご協力いただいた、兵庫県洲本市役
所健康増進課理学療法士の畑山浩志先生に百
歳体操の効果や体操のポイントなどを講演し
ていただきました。



広報みのぶ　11月号　No.1585

　

八
日
市
場
の
三
守
皇
山
大
聖
寺
は
真
言
宗

醍
醐
派
の
名
刹
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
開
基
は
甲
斐
源
氏
の
祖
と
し
て
有
名
な

新し
ん
ら
さ
ぶ
ろ
う
よ
し
み
つ

羅
三
郎
義
光
。
長
治
２
年
（
１
１
０
５
年
。

平
安
時
代
後
期
）
の
こ
と
で
す
。
身
延
山
久

遠
寺
は
文
永
１
１
年
（
１
２
７
４
年
。
鎌
倉
時

代
。
最
初
の
元げ
ん
こ
う寇

が
あ
っ
た
年
）
に
波
木
井
の

南な
ん
ぶ
ろ
く
ろ
う
さ
ね
な
が

部
六
郎
実
長
が
日
蓮
を
こ
の
地
に
招
い
た
こ

と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
大
聖
寺

は
そ
れ
よ
り
１
６
９
年
早
か
っ
た
と
言
う
事
に

な
り
ま
す
。

　
大
聖
寺
で
最
も
有
名
な
文
化
財
は
、何
と
言
っ

て
も
高
倉
天
皇
か
ら
加か

が

み
賀
美
遠と

お
み
つ光
（
新
羅
三
郎

義
光
の
曽
孫
）
が
下か

し賜
さ
れ
た
と
さ
れ
る
不
動

明
王
座
像
で
す
。
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
文

化
財
が
あ
り
、
そ
の
所
有
で
は
身
延
山
久
遠
寺

に
つ
ぐ
町
内
二
番
目
の
多
さ
で
す
（「
身
延
町
の

文
化
財
ガ
イ
ド
」
２
０
０
７
年
版
）。
往
時
の
寺

の
勢
威
と
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
寺
に
送

ら
れ
た
武
田
信
玄
の
川
中
島
合
戦
に
よ
る
感
状

は
、
近
年
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
信

玄
の
寺
に
対
す
る
信
仰
の
篤
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
寺
の
参
道
脇
に
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ
り

ま
す
。
寺
に
は
度
々
訪
れ
ま
す
が
、
こ
の
資
料
館

を
見
学
し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。
町

内
で
出
土
し
た
化
石
や
石
器
、
土
器
を
は
じ
め
、

歴
史
的
遺
物
に
も
見
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
寺
社
や
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
料

の
中
に
は
、
穴あ
な
や
ま山

梅ば
い
せ
つ雪

印い
ん
ぱ
ん
じ
ょ
う

判
状
な
ど
の
書
状
類

や
寛か
ん
ぶ
ん文

検け
ん
ち
ち
ょ
う

地
帳
、
宗し

ゅ
う
も
ん
に
ん
べ
つ
あ
ら
た
め
ち
ょ
う

門
人
別
改
帳
、
切き

り
し
た
ん

支
丹

制せ
い
き
ん禁

の
高
札
、
富
士
川
舟
運
の
各
種
記
録
、
問

屋
場
の
印
、
町
内
の
絵
図
、
釈し
ゃ
か迦

涅ね
は
ん槃

図ず

や

板い
た
ま
ん
だ
ら

曼
荼
羅
な
ど
、歴
史
小
説
に
も
登
場
す
る
様
々

な
遺
物
が
あ
り
ま
す
。
一
見
す
れ
ば
想
像
力
が

よ
り
具
体
的
に
増
幅
さ
れ
、
読
書
の
楽
し
み
も

増
し
ま
す
。

　

数
百
艘そ
う

も
の
川

船
が
往
来
し
た
と

言
う
富
士
川
舟
運

の
資
料
に
は
、
年
貢

の
積
み
出
し
記
録

や
駿
河
か
ら
の
塩

入
荷
記
録
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ま
た

急
流
富
士
川
は
遭

難
も
多
発
し
ま
し
た
。
船
の
転
覆
事
故
に
よ
る

積
み
荷
被
害
の
報
告
書
類
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

往
時
の
営
み
を
具
体
的
に
感
じ
と
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
富
士
川
沿
い
の
紅
葉
が
始
ま
り
ま

す
。
遠
く
弘
法
大
師
や
甲
斐
源
氏
に
思
い
を
は

せ
、
江
戸
か
ら
明
治
の
庶
民
生
活
を
感
じ
な
が

ら
、
爽
や
か
な
秋
の
一
日
を
家
族
で
散
策
す
る

の
も
お
勧
め
で
す
。

町
内
歴
史
・
文
学
散
歩
み
ち
⑧
（
八
日
市
場
）

大
聖
寺
と
歴
史
民
俗
資
料
館

お域地 こ し 力協 隊 絵：地域おこし協力隊 瀧川実葉

池い
け
だ田

　
茂し
げ
み
つ光

p
r
o
f
ile

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
身
延
町
在
住

・
小
説
「
山
を
祭
る
人
々
」
で
平
成
25
年
度 

樋
口
一
葉
記
念 

第
22
回
や
ま
な
し
文
学
賞 

受
賞

・
小
説
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
山
梨
日
日
新
聞
で
連
載
中

 

（
毎
週
金
曜
掲
載
）

身延町歴史民俗資料館 館内
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○
決
算
の
概
要

　
平
成
28
年
度
の
身
延
町
一
般
会
計
と
20
の
特
別
会
計
の

決
算
が
、
９
月
定
例
議
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
決
算
は
「
地
域
に
根
差
し
た
雇
用
の
創
出
」「
町
を
元

気
に
で
き
る
人
財
の
育
成
」「
人
の
流
れ
を
作
り
、
移
住
・

定
住
の
促
進
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」「
特

色
あ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
」
の
５
つ
を
基
本
目

標
と
す
る
『
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

に
基
づ
い
た
事
業
が
実
施
さ
れ
た
初
め
て
の
決
算
と
な
り

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
全
て
の
会
計
が
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
の
収
支

　

歳
入
総
額
９
４
億
５
４
２
７
万
円
か
ら
歳
出
総
額

８
６
億
９
２
５
４
万
円
を
差
し
引
く
と
７
億
６
１
７
３
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。（
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
が
１
６
１
８
万
円
あ
る
た
め
、
実
質
的
な
黒
字
は

７
億
４
５
５
５
万
円
と
な
り
ま
す
。）

○
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
の
状
況

　
昨
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
全
体
で
は
１
億
６
２
２
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
町
税
、
繰
越
金
、
国
庫
支
出
金
、

町
債
等
が
増
額
と
な
り
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
諸
収
入
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
等
は
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
減
額
に
比
べ
増
額
が
上
回
っ
た
こ
と
で
、

歳
入
全
体
と
し
て
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
の
歳
出
決
算
の
状
況

　
昨
年
度
と
比
較
し
、
歳
出
全
体
で
は
２
億
９
０
４
５
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
増
額
と
な
っ
た
主
な
項
目
は
、
総

務
費
（
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
基
づ
く

各
種
事
業
の
実
施
に
よ
る
）、
土
木
費
（
道
路
関
係
の
改
良

自
主
財
源

依
存
財
源

使用料及び手数料
9,394 万円

財産収入
2,126 万円

寄付金
586 万円
繰入金

1,910 万円

諸収入
1 億 1,246 万円

地方譲与税等
3 億 6,003 万円

国庫支出金
6 億 4,649 万円

地方交付税
46 億 2,377 万円

町税
14 億 4,259 万円

繰越金
9 億 4,596 万円

県支出金
5 億 4,458 万円

町債
5 億 6,270 万円

分担金及び負担金
7,553 万円

総額 94 億 5,427 万円
（前年比 1 億 622 万円増）

平成 28 年度
身延町決 算

　平成 28 年度の一般会計と 20 の特別会計決算が、
９月定例議会で慎重に審議され、認定されました。
納めていただいた税金や、国や県からのお金がどの
ように使われたのかお知らせします。

平成 28 年度 町税収入状況 
税　　目 金　　額 構成比

町 民 税 5 億 9,472 万円 41.2%
うち個人町民税 4 億 7,022 万 4 千円 32.6%
うち法人町民税 1 億 2,449 万 6 千円 8.6%
固 定 資 産 税 7 億 9 万 4 千円 48.5%
町 た ば こ 税 8,968 万 1 千円 6.2%
軽 自 動 車 税 4,289 万 4 千円 3.0%
入 湯 税 1,520 万 3 千円 1.1%
合 計 14 億 4,259 万 2 千円 100.0%

一般会計
歳 入
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一般会計
歳 出

総額 86 億 9,254 万円
（前年比 2億9,045万円増）

　平成 28 年度の主な普通建設事業【一般会計】
◦総務費
　庁舎内ネットワーク機器整備事業 1,880 万円
　普通財産建築物解体事業 1,296 万円
　まち・ひと・しごと創生事業費 8,715 万円
　　・宅地造成事業 1,837 万円
　　・みのぶ自然の里改修事業 313 万円
　　・観光振興施設整備事業 1,092 万円
　　・しだれ桜の里づくり事業 4,823 万円
　　・あけぼの大豆拠点整備事業 650 万円
◦民生費
　高齢者保養施設改修事業 227 万円
◦衛生費
　不法投棄未然防止事業 115 万円
◦農林水産業費
　農道等農業施設整備事業 3,083 万円
　林道等修繕事業 1,224 万円
　林道等改良整備事業 2,875 万円
◦土木費
　町道維持工事 2,395 万円
　町道並びに橋梁改良事業 27,555 万円
　橋梁点検事業 2,900 万円
　町営住宅長寿命化事業 4,622 万円
◦消防費
　消防車両整備事業 1,843 万円
　耐震性貯水槽整備事業 2,884 万円
◦教育費
　管内小学校改修等事業 3,465 万円
　小学校スクールバス整備事業 3,804 万円
　中富総合会館施設改修事業 665 万円
　文化財保存事業 1,711 万円

修
繕
等
に
よ
る
）
及
び
諸
支
出
金
（
基
金
の
積
み
立
て
に
よ

る
）
で
し
た
。
ま
た
、
減
額
と
な
っ
た
主
な
項
目
は
、
民
生

費
（
昨
年
度
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策
事
業
の
完
了

に
よ
る
）と
公
債
費（
近
年
進
め
て
い
る
繰
上
償
還
に
よ
る
）

で
し
た
。
減
額
に
比
べ
増
額
が
上
回
っ
た
こ
と
で
、
歳
出
全

体
と
し
て
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
財
政
健
全
化
に
む
け
て

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
報
告
い
た
し
ま

し
た
。
本
町
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
比
率
は
国
が
示
す
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好
で
す
。
今
後
も
自
主
財

源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
町
税
等
の
徴
収
率
向
上
に
一
層
の

努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
歳
出
に
お
い
て
は
経
常
経
費
の
削

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公債費
11 億 994 万円

議会費
6,991 万円

総務費
15 億 7,426 万円

民生費
21 億 2,191 万円

衛生費
7 億 8,606 万円

土木費
8 億 250 万円

教育費
10 億 2,102 万円

災害復旧費
1 億 951 万円

消防費
1 億 2,144 万円

労働費
2,770 万円

農林水産業費
2 億 3,908 万円

商工費
9,692 万円

平成 28 年度末地方債残高
　一般会計分　41 億 2,662 万 4 千円
 （一人あたり 32 万 7 千円）　
平成 28 年度末基金残高
　一般会計分　65 億 3,131 万円
 （一人あたり 51 万 8 千円）　

※一人あたりの金額は平成 29 年 4 月 1 日現在の人口
（12,618 人）で計算しています。

諸支出金
6 億 1,229 万円
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会 計 名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額
一 般 会 計 94 億 5,427 万 3,722 円 86 億 9,254 万       47 円 7 億 6,173 万 3,675 円
特 別 会 計 63 億 1,385 万 8,235 円 60 億 7,516 万 3,820 円 2 億 3,869 万 4,415 円

身延町国民健康保険 23 億 3,019 万 2,480 円 22 億　 139 万 9,818 円 1 億 2,879 万 2,662 円
身延町介護保険 22 億 9,448 万    995 円 22 億 1,139 万       78 円 8,309 万    917 円
身延町介護サービス事業 1,200 万 9,583 円 802 万 8,771 円 398 万    812 円
身延町下水道事業 4 億 1,532 万 7,776 円 4 億 1,528 万 3,816 円 4 万 3,960 円
身延町簡易水道事業 7 億 6,226 万 7,883 円 7 億 4,287 万 5,563 円 1,939 万 2,320 円
身延町農業集落排水事業等 3,105 万 2,894 円 3,104 万 9,764 円 3,130 円
身延町下部奥の湯温泉事業 1,009 万 1,872 円 983 万 3,005 円 25 万 8,867 円
身延町後期高齢者医療 4 億 5,338 万 3,642 円 4 億 5,327 万 2,402 円 11 万 1,240 円
身延町大八坂及び川尻並びに山之神外十五山恩賜林保護財産区 61 万    595 円 19 万 6,462 円 41 万 4,133 円
身延町広野村上外九山恩賜林保護財産区 100 万    398 円 50 万 8,185 円 49 万 2,213 円
身延町第一日影みそね沢恩賜林保護財産区 17 万 5,175 円 5 万 1,992 円 12 万 3,183 円
身延町第二日影みそね沢及び石原外二山恩賜林保護財産区 22 万 2,384 円 9 万 8,206 円 12 万 4,178 円
身延町大久保外七山恩賜林保護財産区 53 万 2,641 円 6 万 5,999 円 46 万 6,642 円
身延町仙王外五山恩賜林保護財産区 21 万 4,936 円 15 万 9,681 円 5 万 5,255 円
身延町姥草里外七山恩賜林保護財産区 51 万 9,447 円 35 万 2,928 円 16 万 6,519 円
身延町入ヶ岳外二山恩賜林保護財産区 61 万 2,760 円 18 万 1,438 円 43 万 1,322 円
身延町西嶋財産区 31 万 5,279 円 15 万 2,100 円 16 万 3,179 円
身延町曙財産区 18 万 5,570 円 3,510 円 18 万 2,060 円
身延町大河内地区財産区 32 万 4,111 円 14 万 3,942 円 18 万    169 円
身延町下山地区財産区 33 万 7,814 円 11 万 6,160 円 22 万 1,654 円

合 計 157 億 6,813 万 1,957 円147 億 6,770 万 3,867 円 10 億    42 万 8,090 円

平成 28 年度 会計別歳入歳出決算総括表

平成 28 年度の主な普通建設事業【特別会計】
◦簡易水道事業特別会計
　中富西部簡易水道事業 8,202 万円
　中富南部簡易水道事業 937 万円
　中富北部簡易水道事業 3,960 万円
　久那土古関簡易水道事業 1,574 万円
　大城簡易水道事業 1,112 万円
　身延中央簡易水道事業 6,078 万円
　量水器取替事業 1,319 万円

平成 28 年度末地方債残高
　特別会計分　60 億 8,310 万円
 （一人あたり 48 万 2 千円）　
※一人あたりの金額は平成 29 年 4 月 1 日現在の人口
（12,618 人）で計算しています。

〇特別会計とは？
　特定の事業に対する歳入歳出を明確にするため、一般会
計の歳入歳出と区別して別個に処理するための会計です。

※一人あたりの金額は、12,618人
　（Ｈ29.4.1 現在人口）で計算

町民一人あたりに使われた金額

議会費
5,541 円

総務費
12 万 4,763 円

民生費
16 万 8,165 円

衛生費
6 万 2,297 円

労働費
2,195 円

災害復旧費
8,680 円

公債費
8 万 7,964 円

諸支出金
4 万 8,524 円

土木費
6 万 3,600 円

消防費
9,624 円

教育費
8 万 918 円

農林水産業費
1 万 8,948 円

商工費
7,681 円

合計：68 万 8,900 円

町の決算

一般会計のみで計算
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歳 

出　
用
語
の
解
説

◦
議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
要
す

る
経
費

◦
総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、

徴
税
事
務
、
住
民
窓
口
事
務
な

ど
町
が
通
常
必
要
と
す
る
総
括

的
な
事
業
費

◦
民
生
費
…
子
育
て
支
援
や
高
齢
者

福
祉
、
障
害
者
福
祉
な
ど
の
経
費

◦
衛
生
費
…
各
種
予
防
接
種
や
健

康
診
断
、
母
子
保
健
、
公
害
対

策
、
環
境
衛
生
な
ど
の
経
費

◦
労
働
費
…
就
労
支
援
に
要
す
る

経
費

◦
農
林
水
産
業
費
…
農
林
道
の
管

理
や
農
林
業
の
振
興
、
農
業
委

員
会
な
ど
の
経
費

◦
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振

興
な
ど
の
経
費

◦
土
木
費
…
町
道
や
河
川
、
町
営

住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費

◦
消
防
費
…
消
防
団
活
動
や
防
火

水
槽
の
設
置
な
ど
の
経
費

◦
教
育
費
…
学
校
教
育
費
、
生
涯

学
習
費
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
費
な

ど
の
経
費

◦
災
害
復
旧
費
…
台
風
、
大
雨
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧
事

業
費

◦
公
債
費
…
借
入
金
（
町
債
）
の

元
金
や
利
子
の
支
払
い
の
経
費

◦
諸
支
出
金
…
各
種
基
金
積
立
金

歳 
入　
用
語
の
解
説

【
自
主
財
源
】

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

◦
町
税
…
町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
（
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

町
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
）

◦
繰
入
金
…
基
金
や
特
別
会
計
か

ら
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
た
お

金
◦
繰
越
金
…
前
年
度
か
ら
繰
り
越

し
た
お
金

【
依
存
財
源
】

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
な
ど

◦
地
方
譲
与
税
等
…
国
税
と
し
て

徴
収
し
た
租
税
を
国
が
一
定
基

準
に
よ
り
町
に
譲
与
す
る
地
方

譲
与
税
の
他
、
地
方
消
費
税
交

付
金
や
自
動
車
取
得
税
交
付
金

な
ど
の
交
付
金

◦
地
方
交
付
税
…
国
の
所
得
税
、

法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
の
そ

れ
ぞ
れ
一
定
割
合
の
額
及
び
地

方
法
人
税
の
全
額
が
、
基
準
に

基
づ
い
て
国
か
ら
町
へ
交
付
さ

れ
る
お
金

◦
国
庫
・
県
支
出
金
…
町
が
行
う

特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
て
国

（
県
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
負
担
金
、
委
託
金
な
ど

◦
町
債
…
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
お
金

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
「
身
延
町
健
全

化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成

19
年
法
律
第
94
号
）
第
3
条
第
1
項
及
び
同
法
第
22
条
第
1

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
「
身
延
町

健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」
が
、
9
月
定

例
議
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

項目 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 － 14.35％
連結実質赤字比率 － 19.35％
実質公債費比率 1.0％ 　　  25.0％
将 来 負 担 比 率 － 350.0％

会計名 比率 経営健全化基準
身延町簡易水道事業特別会計 －

20.0％身延町農業集落排水事業等特別会計 －
身延町下水道事業特別会計 －
身延町下部奥の湯温泉事業特別会計 －

●
健
全
化
判
断
比
率
…
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
規
定
さ
れ
た
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
4
指
標
の
こ
と
。

◦
実
質
赤
字
比
率
…
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

等
を
行
う
一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を

示
す
も
の
。

◦
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
す
べ
て
の
会
計
の
収
支

額
を
合
算
し
た
う
え
で
、
町
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。

◦
実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計
等
の
借
入
金
返

済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
負
担
額
、
特
別
会
計

の
借
入
額
に
対
す
る
負
担
額
な
ど
を
合
算
し
て

指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も
の
。

◦
将
来
負
担
比
率
…
一
般
会
計
等
の
借
入
金
残
高
、

特
別
会
計
等
の
借
入
金
残
高
や
一
部
事
務
組
合

等
の
借
入
金
残
高
に
対
す
る
一
般
会
計
負
担
見

込
額
な
ど
、
各
負
債
に
対
し
て
一
般
会
計
等
が

将
来
負
担
す
る
可
能
性
の
あ
る
額
の
大
き
さ
を

指
標
化
し
、将
来
の
財
政
の
圧
迫
度
を
示
す
も
の
。

●
資
金
不
足
比
率
…
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模

と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
。

●
早
期
健
全
化
基
準
…
健
全
化
判
断
比
率
に
設
け

ら
れ
た
基
準
で
、
4
指
標
の
う
ち
1
つ
で
も
こ

の
基
準
を
越
え
る
と
、「
早
期
健
全
化
団
体
」

と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
て
、
自

主
的
な
財
政
健
全
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
健
全
化
基
準
も
こ
の
基
準
に
相
当
す
る
。

平成 28 年度決算に基づく身延町健全化判断比率の状況

平成 28 年度決算に基づく身延町資金不足比率の状況

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率については、赤字が生じていないため「－」で表示

※資金不足比率については、すべての会計において赤字が生じていないため「－」で表示

町の決算
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保 健 だ よ り

い ひいき
健き 康 ろ ば

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

感染症にご用心 !!

◆ インフルエンザ ◆ ノロウイルス

　乾燥の季節に心配なのは、ウイルスによる感染症です。
特にインフルエンザやノロウイルスは 11 月から２月にか
けて流行します。

　強い感染力があるため、 家庭内やさまざま
な施設等での感染拡大が起きます。

【症状】吐き気、激しい嘔吐（おうと）で始
まることが多く、その後、水様性の下痢、腹痛、
発熱など「かぜ」に似ている症状が現れます。
長期間下痢や嘔吐が続いて脱水症状を起こす
と重症化する恐れがあり、注意が必要です。

【予防方法】
①外出後には、手洗い、うがいをする。清潔
なタオルを使用し、タオルの使い回しはやめる。
②二枚貝など、ノロウイ
ルス汚染が疑われる食品
については、中心部を
85 ～ 90℃で 90 秒以上
加熱する。

　「かぜ」とは違い、重症化することもありま
す。潜伏期間はおよそ１～２日ですが、１週
間に及ぶこともあります。

【症状】38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、腹痛、
嘔吐（おうと）等の胃腸症状、筋肉痛等全身
の症状が突然現れます。

【予防方法】
①外出後には、手洗い、うがいをする。
②人混みへの外出を控える。
③十分な休養とバランスのとれた食事をとる。
④室内では適度な湿度（50 ～ 60％）を保持
する。
⑤予防接種を受ける。（任意接種）
※13歳未満のお子さんは２回接種する必要が
あります。インフルエンザが流行してからで
は遅いので、早めに接種することをお勧めし
ます。

ノロウイルスには「強い感染力」があります！

　ノロウイルスに、アルコール
消毒は効果がありません。便や
おう吐物処理の時は、なるべく
使い捨て手袋を使用し、直接触
らず広げないように片づけ、そ
の後「消毒液」を浸した布など
で必ず消毒しましょう。

■ 消毒液の作り方

使用する場所 調整
便やおう吐物が付いたもの 原液 10ml ×水 500ml
一般的に消毒用で使う 原液 10ml ×水 2.5 ℓ

台所用塩素系漂白剤（市販品）を薄めて作ります。
衣類などが漂白されるので、使用する場所に注意してください。

※ペットボトルのキャップ１杯が５ml です。
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身延町地域包括支援センター便り

ささえあい
みんながつながり元気で暮らせるために 挿絵：笠井 映文 氏（西嶋）

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 在宅支援担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

【丸滝　百歳体操友の会】
　平成 27 年 11 月 6 日から公民館で体操
を開始し、今年で 3 年目になります。月曜
日 10 時から、血圧測定、１週間分の情報
交換でにぎやかに始まります。他の地区で
曜日が合わず参加できない方たちも加わっ
てもらい、大勢で楽しく百歳体操を行って
います。
　混合丸滝チームで一緒に体操しましょう。

介護予防「いきいき百歳体操」グループ紹介

　全国に広がりつつある「認知症カフェ」が、身延町にもある事
をご存知でしょうか。
　「認知症カフェ」とは、認知症の人やその家族、認知症のこと
が気になる人、支えたい人、そしてケアの専門職などが気軽に集
まり、お茶を飲みながら語り合い、ひと時を過ごせる場所です。

　身延山大学の学生が主体になって運営して
います。「孫世代の私たちにも役に立てること
がある。１人でも多くの人の表情が和らぐよ
うに活動したい。」との思いで、地域に貢献し
てくれています。

　認知症にこだわらず、誰でも参加でき、人
と人、地域をつなぐ心地良い出会いのカフェ
です。みんなが笑顔になれて「また会いましょ
う」と自然と言葉が出る雰囲気のカフェです。

～ オレンジカフェ ～ ～ よってけしカフェ ～

【場所】身延山門内商店街　平多屋（身延 3698）
【日程】
11 月 12 日（日）、12 月 10 日（日）
平成 30 年 1 月 13 日（土）、3 月 10 日（土）

【時間】午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
【参加費】200 円程度
■ 問い合わせ先
身延山大学 楢木准教授　☎ 0556-62-0107

【場所】みのりの里いいとみ（飯富 2300）
【日程】
11 月 10 日（金）
平成 30 年 1 月 12 日（金）、2 月 9 日（金）
3 月 9 日（金）

【時間】　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
【参加費】100 円程度
■ 問い合わせ先
　　渡邊　☎ 090-8013-7483

町内にある「認知症カフェ」
 をご紹介します
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国
保 
だ
よ
り

■ 問い合わせ先
　町民課 保険年金担当
　☎ 0556‐42‐4804

医療費節約にご協力をお願いします

　平成 28 年度の医療費総額は約 15 億
6 千万円で、平成 27 年度の約 16 億 8
百万円に比べ減少はしましたが、非常に
高い水準で推移しています。
　被保険者数が減少しているため、一人
あたりの医療費は年々上昇しています。

　このまま医療費が増加すると、国保
財政が圧迫され、皆さまに負担してい
ただく保険税の増加に繋がります。

お医者さんに
 正しくかかりましょう

ジェネリック医薬品を
 利用しましょう

生活習慣を
 見直しましょう

○かかりつけ医をもちましょう。
○緊急なとき以外に、休日・時

間外に受診するのはやめま
しょう。

○同じ病気で複数の病院にかか
る重複受診はやめましょう。

○定期的に健康診断を受けて、
病気の早期発見、早期治療を
心がけましょう。

　ジェネリック医薬品は、先発
医薬品より安価で同等の効果が
期待できる薬です。ジェネリッ
ク医薬品の利用は医療費の節約
になります。
　利用について、医師や薬剤師
に相談してみましょう。

　食生活の改善や健康づくりに
積極的に取り組み、栄養・運動・
休養のバランスがとれた生活を
送りましょう。
○栄養　バランスの良い食事
○運動　自分にあった運動習慣
○休養　適度な睡眠・休養
　健康でいることが、一番の医
療費節約になります。

医療費節約のポイント

身延町国民健康保険の現状

（年度）H28H27H26H25H24

12 億

10 億

14 億

18 億

（円）
医療費総額

（円）

42 万

40 万

38 万

36 万

34 万

32 万

44 万

（年度）H28H27H26H25H24

4,400

4,200

4,000

3,800

3,600

3,400

4,600
（人） 一人あたりの医療費

一人あたりの医療費

被保険者数（年度平均）
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年
金 
だ
よ
り

開催日 時　間 場　所 内　容

11月22日（水）午前 9 時 30 分～午後 4 時
南部町役場南部分庁舎

総合会館２階 第３研修室
（南部町内船 4473-1）

年金事務所職員による
年金全般に関する相談会

11月の年金相談会

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

町
民
課 

保
険
年
金
担
当

 

☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

問

　
厚
生
労
働
省
で
は
『
お
一
人
お
ひ
と
り
が
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
』と
し
て
11
月
30
日
を「
年

金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
「
年
金
定
期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と
年
金
受
取
見
込
額
を
確
認
し
、

未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ

で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
取
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.nenkin.go.jp/n_net/index.
htm

l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

み
ら
い

い
い「

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

● 

日
本
年
金
機
構

　
　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

● 

竜
王
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
５
‐
２
７
８
‐
１
１
０
０

木
喰
さ
ん 

丸
く 

ま
ん
丸 

三
百
年

　

木も
く
じ
き
し
ょ
う
に
ん

喰
上
人
は
享
保
３
年
（
１
７
１
８
年
）、
甲
斐
国
八
代
郡
古

関
村
丸
畑
（
現
身
延
町
古
関
丸
畑
）
に
生
ま
れ
、
22
歳
で
出
家
し
、

56
歳
の
と
き
廻か

い
こ
く
し
ゅ
ぎ
ょ
う

国
修
行
の
旅
に
出
ま
し
た
。
仏
像
を
彫
り
始
め
た

の
は
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。
93
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
に
北
海

道
か
ら
九
州
に
及
ぶ
全
国
を
遍へ

ん
れ
き歴

し
、
は
じ
め
千
体
、
後
に
二
千

体
の
造
仏
を
目
標
に
彫
り
続
け
ま
し
た
。

　
現
在
全
国
各
地
で
七
二
〇
余
体
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多

く
が
造
ら
れ
た
当
時
の
記
憶
を
と
ど
め
、
そ
の
土
地
の
深
い
信
仰

や
身
近
な
ふ
れ
あ
い
の
対
象
と
な
っ
て
今
も
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
独
特
な
微
笑
を
た
た
え
た
像
と
上
人
自
身
の
生
き
様

は
全
国
の
フ
ァ
ン
を
ひ
き
つ
け
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
木
喰
上
人
生
誕
３
０
０
年
の
節

目
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
郷
土
が
生
み
、
宗
派
を
越

え
て
庶
民
の
信
仰
に
影
響
を
与
え
た
木
喰
上
人
の
人
物
像
に
迫

り
、そ
の
魅
力
を
『
木
喰
さ
ん
（
３
）
丸
（
０
）
く
ま
ん
丸
（
０
）

三
百
年
』
と
題
し
、
今
月
号
よ
り
１
年
間
連
載
し
ま
す
。

木
喰
上
人
生
誕
３
０
０
年

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

　
木
喰
の
里
微
笑
館

　
☎
０
５
５
６
（
３
６
）
０
７
５
３

▲

十
一
面
観
音
座
像
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火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
11
月
9
日
～
15
日
）

平
成
29
年
度
全
国
統
一
標
語こ

の
機
会
に

 

点
検
し
よ
う

早
い
発
見
、
早
い
避
難
に

 

住
宅
用
火
災
警
報
器

■ 

問
い
合
わ
せ
先

峡
南(

広)

消
防
本
部 

予
防
課

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
７
６
１
３

　
住
宅
火
災
の
一
番
多
い
出
火
原
因
は
『
軒
下
等
、

家
の
周
り
に
置
い
て
あ
る
段
ボ
ー
ル
や
古
新
聞
な

ど
に
火
を
付
け
ら
れ
、
燃
え
広
が
る
』
こ
と
で
す
。

他
人
の
悪
意
が
原
因
と
な
り
予
防
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
も
し
燃
え
て
い
る
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
家

に
あ
る
消
火
器
を
使
っ
て
燃
え
広
が
る
の
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　
出
火
原
因
の
二
位
、三
位
は
『
タ

バ
コ
か
ら
の
出
火
』『
料
理
中
な

ど
の
コ
ン
ロ
か
ら
の
出
火
』
で
す
。

「
寝
る
前
に
タ
バ
コ
が
吸
い
た
い
」

「
料
理
中
に
お
友
だ
ち
と
楽
し
い

電
話
」。
で
も
そ
の
油
断
が
小
さ

い
火
源
に
な
り
、
い
ず
れ
家
全
体

を
燃
や
し
て
し
ま
う
大
火
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
季
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
『
た
き
火
』『
野
焼
き
』
で
す
。
空
気
が
乾

燥
し
強
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
風
が
出
て

き
た
ら
早
め
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
で
年
間
５
万
件
の

　
住
宅
火
災
が
起
き
て
い
ま
す
！

　
い
ち
早
く
出
火
を
察
知
し
、
教

え
て
く
れ
る
の
が
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
で
す
。

　
新
築
は
平
成
18
年
6
月
か
ら
、

既
存
の
住
宅
は
平
成
23
年
6
月

か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
早

く
に
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
ご

家
庭
で
は
設
置
か
ら
10
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
動

作
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
内 

環
境
下
水
道
課

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
１
４

ご
み
の
野
外
焼
却
は

 『
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
で

 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

法
律
に
違
反
し
た
場
合
は
、

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

�

１
千
万
円
以
下
の
罰
金

 

が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝

農
業
や
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
ず
行
わ
れ
る
焼
却
（
稲
わ
ら
・
剪

定
枝
・
田
畑
の
畦
草
な
ど
）

⃝

風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
）

⃝

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ

る
軽
微
な
焼
却
（
た
き
火
・
薪
ス
ト

ー
ブ
・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
）

※
紙
な
ど
の
ご
み
を
一
緒
に
燃
や
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
「
軽
微
な
焼
却
」
と
は
、
煙
や
臭
い

な
ど
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程

度
の
少
量
の
焼
却
の
こ
と
で
す
。
周

辺
住
民
か
ら
苦
情
が
生
じ
た
場
合

は
、
軽
微
な
焼
却
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

⃝

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
・
廃
品
な
ど
の
焼
却

⃝

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
な
ど
で
発
生
し
た
使

い
捨
て
容
器
・
割
り
箸
な
ど
の
焼
却

⃝

解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く
ず
・
畳

な
ど
の
焼
却

⃝

事
業
活
動
で
出
た
紙
く
ず
な
ど
の
焼
却

⃝

廃
タ
イ
ヤ
や
農
業
な
ど
に
使
用
し
た
ビ

ニ
ー
ル
類
な
ど
の
焼
却

※
こ
れ
ら
は
燃
や
す
も
の
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
ド
ラ
ム
缶
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
焼
却
、

穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
な
ど
は
野
焼
き
と

同
じ
で
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

守ろう！
 身延の豊かな自然

信通境環
ごみの野焼きは、大

量の煙や刺激の強い臭いが
発生し、天気がいいのに家の窓

を開けられないことや、洗濯物に
すすや臭いがついてしまうなど
周辺住民に大変な迷惑をかけ

ることとなります。
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PICK UP ！
INFORMATION

広報みのぶ　11月号　No.15815

　
「
配
置
薬
」
と
は
販
売
員
が
消
費
者
宅
へ
薬
を
届
け
、
次
回
の
来

訪
時
に
消
費
者
が
使
っ
た
分
の
薬
代
を
支
払
う
仕
組
み
で
す
。
配
置
薬
を
勝
手
に

処
分
す
る
と
そ
の
分
の
代
金
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
長
期
間
訪
問
が

な
い
場
合
で
も
、
使
わ
な
い
薬
は
自
分
の
判
断
で
処
分
せ
ず
、
解
約
を
申
し
出
て

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
配
置
薬
の
販
売
員
に
は
、
法
律
に
よ
り
身
分
証
明
書
の
携
帯
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
来
訪
時
に
は
、
提
示
を
求
め
、
連
絡
先
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

配
置
薬
は
勝
手
に
処
分
し
な
い
で

観光
商工

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
課 

消
費
生
活
相
談
窓
口（
月・水・金
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

　
　
※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
月
～
日
）

　
　
　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
配
置
薬
の
業
者
が
こ
こ
６
年
ほ
ど
薬
の
入
れ
替
え
に
来
な
か
っ
た
の
で
、

１
年
前
に
使
用
期
限
切
れ
の
薬
を
廃
棄
し
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て

突
然
業
者
が
来
訪
し
、「
も
う
一
度
、
置
か
せ
て
ほ

し
い
」
と
勧
誘
し
て
き
た
。
断
っ
た
と
こ
ろ
、
廃
棄

し
た
分
を
含
む
薬
代
３
万
８
千
円
を
支
払
う
よ
う
に

言
わ
れ
た
。 
（
70
歳
代　
女
性
）

　
身
延
町
で
は
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を
月
・
水
・
金
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
た
相
談
専
門
員
が
受

け
付
け
ま
す
。
消
費
者
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
の
相
談

な
ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
身
延
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
言
助
言

生涯
学習

■ 

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

身
延
町
な
か
と
み
和
紙
の
里

　

 

☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
５
６

　
西
嶋
和
紙
の
は
が
き
に
淡
墨
で
干
支
文
字
を
書
く
年
賀
状
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
現
日
会
同
人
理
事
の
今
井
香
子
先
生
を
講
師
に
招
き
、
淡
墨
で
の
文
字

の
書
き
方
や
奥
深
さ
を
教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
く
年
賀
状
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

西
嶋
和
紙
を
楽
し
も
う�

～
淡
墨
で
干
支
文
字
年
賀
状
～

【
日　
時
】
12
月
3
日
（
日
）

　
午
前
の
部　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
1
時
～
午
後
３
時

【
会　
場
】
身
延
町
な
か
と
み
和
紙
の
里

 

（
身
延
町
西
嶋
３
４
５
）

【
定　
員
】
午
前
の
部
・
午
後
の
部　
各
10
人

【
参
加
費
】 

５
０
０
円

【
申
込
方
法
】
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
※
道
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

年
賀
状
教
室講師　今井 香子 先生

・現日会同人 理事
・小津文化教室 講師
・平成 29 年 第 57 回現日

書展同人特別賞受賞
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みのぶスポーツフェスタ 2017
　11 月 19 日（日）富士川クラフトパークにおいて、
スポーツフェスタ 2017 を開催します。みのぶ健康
マラソンはもちろん、ノルディックウォーキング教室
や様々な軽スポーツを体験できるコーナーもあります。
家族や友達とスポーツの楽しさを味わいましょう。

参加者募集中 !!

○ 中止の場合、午前 7 時 30 分に防災無線で放送
します。

○ 主催者は傷害、紛失、その他の事故等については、
応急処置を除き一切の責任を負いません。

○ 事業中に撮影した写真を、町広報紙等に掲載す
ることがあります。

みのぶ健康マラソン ノルディックウォーキング教室

スポーツチャレンジ !!

受　付　午前 8 時 30 分～ 8 時 50 分
開会式　午前 9 時～ 9 時 20 分
スタート
　小学生・ファミリーの部　午前９時 30 分～
　中学生・高校生・一般の部　午前 10 時 10 分～
コース　クラフトパーク内特設コース（一周 1.5km）
参加資格
　①身延町民の方
　②町内の学校、クラブ、団体に在籍している方
　③町内事業所に勤務している方
　※町外の方も参加できますが、表彰の対象外
　　となります
種　目
　ファミリーの部 1.5km（小学生以下親子等ペア）
　小学生の部（男女）3km
　中学生の部（男女）3km
　高校生の部（男女）3km
　一般の部（男女）3km、1.5km
申込方法
　下記参加申込書に記入し、郵送またはＦＡＸ
　にて申し込みしてください。
　郵送先：〒 409-2936　身延町常葉 1025
　　　　　身延町生涯学習課あて
　中富総合会館、身延支所、下部地区公民館へ
　直接提出もできます。
申込期限　11 月 13 日（月）まで

受　付　午後 12 時 30 分～ 1 時
開　始　午後 13 時～ 14 時 30 分
定　員　先着 30 人程
申込期限　11 月 17 日（金）まで
参加費　無料
講　師　依田 武雄（日本健康スポーツ連盟主任研究員）
　☆道具は、貸し出しいたします。
　☆生涯学習課生涯スポーツ担当にお電話にて
　　お申し込みください。

　フライングディスクやターゲットバードゴル
フ、ストライクターゲットなどの体験コーナー
があります。条件クリアで豪華賞品があります。
お気軽にチャレンジしてください !!

体験　午前 10 時 50 分～ 14 時 30 分

■ 問い合わせ先
　生涯学習課 
　生涯スポーツ担当
　☎ 0556-20-3017

氏名 ふりがな 住所 電話番号 性別 学校名・学年・年齢 参加種目
（一般の部は３km か 1.5km を選択）

１

２

３

みのぶ健康マラソン　参加申込書　「記載者氏名：　　　　　　　　電話番号：　　　　　　　」
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平成 30年度
保育所（園）の入所（園）受付案内

受付期間 受付時間 提出先 電話番号

11 月 14 日（火）

11 月 30 日（木）
( 休日は除きます )

午前 8 時 30 分

午後 4 時 30 分
※各保育所（園）の開所

時間内

　町立　静川保育所 0556-42-4431
　町立　原保育所 0556-42-2342
　町立　常葉保育所 0556-36-0851
　町立　久那土保育所 0556-37-0014
　私立　下山立正保育園 0556-62-5754
　私立　大野山保育園 0556-62-2541

～～

　町内の各保育所（園）において、平成 30 年度入所（園）
者の受付を下表のとおり行います。入所申請書等に必要
事項を記入して、入所（園）を希望する保育所（園）に
提出してください。

■ 問い合わせ先
　子育て支援課
　☎0556-20-4580

☆町外の保育所（園）に入所（園）を希望される方は、
子育て支援課までお問い合わせください。

☆入所申請書等の必要書類は、各保育所（園）及び中富
すこやかセンター・下部支所・身延支所の窓口に用意
してあります。

　日に日に秋の深まりを感じる今日この頃。
冬の足音が少しずつ聞こえてきます。朝晩の
寒さで風邪をひく人も多いようですが、体調
管理に気を付けてください。

児童館
だよりようこそ、

身延児童館へ！

身延児童館（身延福祉センター内）
☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開館日 月～土曜日

開館時間 午前 9 時～午後 5 時

11 月の
休館日

  3 日（金・祝）、 5 日（日）、12 日（日）、
19 日（日）、23 日（木・祝）、26 日（日）

多くの皆さまのご利用をお待ちしています☆

 総合文化

会館駐車場

総合文化
会館

図
書
館

身
延
児
童
館

　

駐
車
場

　駐車場

国道 52 号・身延バイパス至甲府 至静岡

旧国道 52 号

歌いながら体を動かすの楽しいね♪

「リトミック教室」

いつまでもお元気でね♪
「デイサービス訪問」
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【身延図書館】
　6・13・20・27 日（月）
　30 日（木・月末整理日）

【中富図書室】
　1・8・15・22・29 日（水）
　3 日（金・祝日休館）
　23 日（木・祝日休館）

【下部図書室】
　4・11・18・25 日（土）
　5・12・19・26 日（日）
　3 日（金・祝日休館）
　23 日（木・祝日休館）

身延町波木井407番地 ☎ 0556-62-2141  HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/
NO.158

11 月の休館日

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

中
富
図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！
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読
書
の
秋
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
？
中

富
図
書
室
で
は
、た
く
さ
ん
の
本
や
雑
誌
、

良
い
読
書
環
境
を
揃
え
て
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

中富図書室の開館時間
【月・火・木・金】
　午前９時 30 分～午後５時

【土・日】午後 1 時～ 5 時

＝
新
入
荷
の
小
説
＝

『
草
笛
物
語
』　

葉
室
麟

『
猫
が
見
て
い
た
』 

湊
か
な
え 

他

『
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
ト
』

 

東
野
圭
吾

『
こ
の
世
の
春
』（
上
下
巻
）

 

宮
部
み
ゆ
き

『
虹
の
見
え
た
日
』

 

澤
田
ふ
じ
子

『
迷
～
ま
よ
う
』　
大
沢
在
昌 

他

『
Ａ
Ｘ
』　

伊
坂
幸
太
郎

『
つ
ぼ
み
』　

宮
下
奈
都

　

※
貸
出
中
の
本
は

 

予
約
が
で
き
ま
す
。

11
月
の
わ
く
わ
く

�

図
書
館
イ
ベ
ン
ト

★
ど
な
た
で
も

３
日
（
金
・
祝
日
）

☆
み
の
ぶ
ま
つ
り
ブ
ー
ス

　
『
あ
お
ぞ
ら
図
書
館
』

　
　

本
の
展
示
と
ミ
ニ
工
作

19
日
（
日
）
午
前
10
時
～

☆
押
し
絵
倶
楽
部

　
　
　
　
『
ふ
く
ろ
う
さ
ん
』

　

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー　

要
申
込

　

定
員
15
人

★
０
～
２
歳
児
と
保
護
者
の
方

７
・
14
・
21
・
28
日

 

毎
週
火
曜　

午
前
11
時
～

☆
あ
つ
ま
れ
、
０･

１･

２
！

　

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

　

２
階
和
室　

申
込
不
要

★
一
般
の
方
向
け

16
日
（
木
）
午
後
２
時
～

☆
み
ん
な
の
読
書
会
そ
の
⑦

　

１
階
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム　

要
申
込

すべて
 無料だよ♪

きっと、本が好きになる２日間
第 22 回 ブック・フェスタ

25
日
（
土
）

午
前
10
時
～　
【
経
本
折
り
の
本
を
作
ろ
う
】

　
　

講
師
：
小
澤
玉
美
さ
ん（
山
梨
手
づ
く
り
絵
本
の
会
）

　
　

要
申
込　

定
員
15
人　

材
料
費
：
５
０
０
円

午
後
２
時
～　
【
西
嶋
和
紙
を
知
ろ
う
】

　
　
『
西
嶋
和
紙
と
和
紙
の
本
作
り
』

　
　

お
は
な
し
：
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合

　
　
『
朗
読
劇 

西
嶋
紙
物
語
』
出
演
：
白
須
慶
子
さ
ん

　
　

要
申
込　

定
員
50
人

26
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～　

ち
び
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
【
籐と

う

細
工
の
ペ
ン
立
て
を
作
ろ
う
】

　
　

講
師
：
望
月
と
み
恵
さ
ん
（
ラ
タ
ン
ク
ラ
フ
ト
Ｍ
）

　
　

要
申
込　

定
員
20
人　

材
料
費
：
３
０
０
円

午
前
10
時
～　
【
遊
休
品
バ
ザ
ー
】

　
　

主
催
：
図
書
館
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
《
千
の
風
》

午
前
11
時
～　
【
ゆ
ず
カ
フ
ェ
】

午
後
２
時
～　
【
街
頭
紙
芝
居
屋
さ
ん
が
や
っ
て
く
る
！
】

　
　

出
演
：
紙
芝
居
な
つ
か
し
亭
さ
ん

　
　

要
申
込　

定
員
50
人

２
日
間
開
催
【
ブ
ッ
ク
バ
ザ
ー
と
雑
誌
の
放
出
】

　
　
　
　　
【
わ
た
し
の
お
す
す
め
・
こ
の
一
冊
】
展

図書館で
お会い

しましょう

と　き　11 月 25 日（土）・26 日（日）
ところ　身延町立図書館・身延町総合文化会館　この時期図書館恒例の、募

集がいよいよ始まります。
　子どもの頃読んで忘れられ
ない本、時々開いてみたくな
る本、人生を変えた１冊、最
近読んでよかった本など、み
なさんの「この１冊」をぜひ
教えてください。
　 応 募 し て い た だ い た メ ッ
セージは、上記図書館まつり
の時に本と一緒に展示いたし
ます。

＜応募方法＞
　指定の用紙に必要事項を記
入して、応募箱（町立図書館・
中富図書室・下部図書室に設
置）に投函してください。図
書館カウンターで直接お渡し
いただいても結構です。

＜募集締切＞
11 月 15 日（水）

　かしこまらなくて、大丈夫！
思ったこと、感じたことを、気
楽な気持ちで綴ってください。

わたしのおすすめ
「この１冊」大募集！
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もーん父さん特集！ゆるキャラグランプリ、イラストコンテストなどなど、よろしくなんだもーん☆

1日、8日、15日、22日、29日
11 月の休館日（毎週水曜日）

9月 10日～ 16日
　　　町民感謝Ｗｅｅｋ

あの「熱気球」が身延の空に再び！みのぶまつり×金山博物館
開館20周年記念　熱気球搭乗体験　開催 !!

　「より博物館を身近に感じてもら
おう」と、身延町民１人１回、入館
料が無料となる「みのぶ町民感謝
Week」を実施しました。博物館が
開館 20 周年を迎えることができた
のは、町民の皆さまの支えがあった
おかげです。
　スタッフ
一同この場
を 借 り て、
御礼申し上
げます。

　「岐阜県高山市おっぱら夢組合」のご協力により「熱気球
搭乗体験」が、11 月３日（金・祝）の「みのぶまつり」の
早朝、再び身延町にやってきます！熱気球に乗って地上 20
～ 30 ｍの高さまで浮かび上がるめったにできない体験です。
　この搭乗チャンスをお見逃しなく！

【日　時】11 月３日（金・祝）
【搭乗時間】午前 7 時～９時 30 分。
　　　　 （フライト時間は約５分間です）
※雨天中止。また強風などの天候状況の変化よ
りイベント途中で中止となる場合もあります。

【受付開始】午前６時～８時 30 分まで
【場　所】身延町総合文化会館 臨時駐車場河川敷
【搭乗料】1,000 円（大人、子ども ともに一律）

　昨年好評を博した「オリジナルキャンドル
作り教室」を今年も 12 月に開催します。
　詳細は来月号にて。お楽しみに♪

　博物館のマスコットキャラクター「もーん父さん」が、今年も町内各地を訪問しています！ 9 月 28
日（木）には、総合文化会館前で行われた秋の全国交通安全運動の街頭キャンペーンに参加しました。
山梨県警から「反射材大使」に任命されているもーん父さん。“交通安全” と書かれた反射材のたすき
を掛けて反射材の着用と交通安全を呼びかけました。11 月は全国のゆるキャラ達が集まるイベントに
２週連続で参加！ゆるキャラグランプリは、11 月 10 日（金）まで投票が可能です。皆さまの投票を
お待ちしています !!
もーん父さんイラストコンテスト　募集要項
　「もーん父さんイラストコンテスト」を開催中（平成 30 年 1 月 9 日まで）。

【対象作品】「もーん父さん」を題材にしたイラストならなんでも OK ！画材・用紙種類は問いません。
【用紙サイズ】353mm × 250 ｍｍ（Ｂ４サイズ）以内
　※郵便はがきサイズ（郵便はがき可）から一般的な画用紙サイズまで

【応募方法】イラストの裏面に、住所・作者名を書き博物館に直接持参か郵送
　（宛先：〒 409-2947 南巨摩郡身延町上之平 1787 番地先
　　　　　　　　　　　　　「湯之奥金山博物館・イラストコンテスト係」）

【募集締切】平成 30 年１月９日（火）必着
【入賞作品】グランプリ 1 人、準グランプリ 1 人、優秀賞３人、佳作 10 人
　　　　　 受賞作品は広報みのぶ３月号にて発表いたします。
　　　　　 それぞれに賞状と「もーん父さんグッズ」が贈られます。
　　　　　 受賞作品は広報みのぶにて発表いたします。

【注意事項】
　※応募作品はコンテスト終了後、博物館他、町内の施設にて展示予定です。
　※応募作品の著作権は博物館に帰属いたします。あらかじめご了承ください。
　※応募作品は返却いたしません。また、博物館 HP や広報みのぶなどに掲載いたします。
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おしらせ

おしらせ
INFORMATION

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談

を
受
け
た
り
人
権
の
考
え
を
広
め

た
り
す
る
活
動
を
行
う
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
こ
の
度
、
法
務
大
臣
か
ら
10
月

１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤　
宗
範
（
西
嶋
）（
再
任
）

 

（
敬
称
略
）

　
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
河
川
敷
に
繁
茂
す
る

樹
木
伐
採
か
ら
持
ち
帰
り
ま
で
の

作
業
を
実
施
し
て
頂
き
、
木
材
を

燃
料
等
に
有
効
活
用
し
て
頂
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
期
限 

11
月
22
日
㈬
ま
で

■
伐
採
箇
所
（
富
士
川
河
川
敷
）

•

身
延
町
大
野
地
先

•

身
延
町
大
島
地
先

※
現
場
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法
等

　
詳
し
く
は
、
甲
府
河
川
国
道
事

務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
作
業
期
間

　
12
月
下
旬
～
平
成
30
年
3
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事

務
所 

河
川
管
理
課 

河
川
維
持
係

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
８
８

　

http://www.ktr.mlit.go.jp/koufu/

　
浄
化
槽
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
を
行
い
、
浄
化
槽
の

適
正
な
維
持
管
理
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
「
浄
化
槽
設
置
者
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
※
申
込
不
要

■
日
時

　
11
月
14
日
㈫ 

午
後
２
時
～
３
時

■
場
所 

身
延
町
総
合
文
化
会
館

 

メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

■
対
象
者 

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
・
浄
化

槽
の
設
置
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

■
受
講
料 

無
料

■
内
容 

浄
化
槽
に
係
る
基
礎
知

識
の
習
得
（
浄
化
槽
の
し
く
み
、

維
持
管
理
と
法
定
検
査
、
使
用
上

の
注
意
等
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
林
務
環
境
事
務
所 

環
境
課

　
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
４
０

　
山
梨
県
で
は
狩
猟
免
許
試
験（
網
、

わ
な
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時 

平
成
30
年
1
月
18
日
㈭
、

1
月
19
日
㈮
の
い
ず
れ
か
１
日

■
場
所 

県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
リ
バ
ー
ス
和
戸
館
（
甲
府
市
川

田
町
５
１
７
）

■
申
請
期
間 

　
11
月
1
日
㈬
～
12
月
12
日
㈫

 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
受
験
料 

５
，
２
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

峡
南
林
務
環
境
事
務
所 

森
づ

く
り
推
進
課

　
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
６
７

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
お
お

む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

（
下
肢
障
害
等
の
場
合
は
４
級
の

一
部
）、
療
育
手
帳
Ａ
‐
１
～
Ｂ

‐
１
程
度
の
知
的
障
害
、
同
程
度

以
上
の
精
神
障
害
な
ど
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

「
父
母
等
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
所
得
制
限
等
が
あ
り
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課 

福
祉
担
当

　
☎
０
５
５
6
（
２
０
）
４
６
１
１

　
こ
の
制
度
は
、
重
度
心
身
障
害

者
の
方
が
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
医

療
機
関
（
薬
局
を
含
む
）
で
医
療

を
受
け
た
場
合
に
か
か
る
医
療
費

（
保
険
診
療
）
の
自
己
負
担
を
助

成
し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
制
度
で
す
。

　
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。（
申
請
前

の
医
療
費
は
助
成
対
象
外
で
す
）

※
所
得
制
限
等
で
受
給
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

•
身
体
障
害
者
手
帳「
１
～
３
級
」

の
所
持
者

•
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
所
持
者

•
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

「
１・２
級
」
の
所
持
者

•
障
害
基
礎
年
金
「
１・
２
級
」

の
受
給
者

•
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
１・
２

級
」
の
支
給
対
象
児
童

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課 

福
祉
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

　
暮
ら
し
の
小
さ
な
問
題
か
ら
事

業
の
大
き
な
悩
み
ま
で
、
幅
広
く

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

資
格
に
興
味
が
あ
る
方
へ
実
務
家

が
業
務
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
主
催
団
体 

　

司
法
書
士
会
、
行
政
書
士
会
、

社
会
保
険
労
務
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
、
公
認
会
計
士
協
会
、
弁
護

士
会
、
弁
理
士
会
、
不
動
産
鑑
定
士

協
会
、
中
小
企
業
診
断
士
会

■
日
時 

11
月
23
日
㈭
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
1
時
～
15
時
30
分

■
会
場 

甲
府
総
合
市
民
会
館（
甲

府
市
青
沼
３
丁
目
５
番
44
号
）

　
な
ん
で
も
相
談
会 

３
階
大
会
議
室

　
資
格
説
明
会　

 

２
階
会
議
室

資
格
説
明
会
は
、
各
士
業
で
時
間

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
５
５
（
２
５
３
）
６
９
０
０
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河
川
敷
内
樹
木
を
伐
採
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を

�

ご
紹
介
し
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
支

給
制
度
の
お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験

試
験
の
案
内

浄
化
槽
設
置
者
講
習
会

峡
南
林
務
環
境
事
務
所

無
料
な
ん
で
も
合
同
相
談
会

�

＆
資
格
説
明
会

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
お
知
ら
せ



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　11月号　No.15825 広報みのぶ　11月号　No.15821

　
道
の
駅
富
士
川
を
発
着
点
と
し

て
、
富
士
川
流
域
３
市
町
（
市
川

三
郷
町
、
富
士
川
町
、
身
延
町
）

の
全
長
約
１
０
０
㎞
の
コ
ー
ス
を

ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
で
走
行
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
内
外
よ
り
参
加

希
望
の
あ
っ
た
自
転
車
愛
好
家

約
５
０
０
人
が
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、

ク
ロ
ス
バ
イ
ク
で
町
内
を
走
行
し

ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
※
本
大
会
は
、
タ
イ
ム
を

競
う
レ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
開
催
日 

11
月
19
日
㈰
終
日

 

※
荒
天
中
止

■
通
過
時
間
（
先
頭
通
過
予
定
時
刻
）

午
前
９
時
頃

　
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

午
前
10
時
頃

　
身
延
山
久
遠
寺
門
前
町

午
前
11
時
15
分
頃

　
旧
久
那
土
中
学
校

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
し
サ
イ
ク

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ー
ル
：nfo@

yam
anashi-

cycle.org

　
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
や
珍
し
い
バ
ス

車
両
の
展
示
、
ミ
ニ
電
動
バ
ス
な

ど
無
料
で
楽
し
め
る
「
公
共
交
通

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
日
時 

12
月
9
日
㈯

 

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
場
所 

甲
府
市
北
口
広
場
周
辺

（
よ
っ
ち
ゃ
ば
れ
広
場
、
甲
府
駅

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）

■
内
容 
バ
ス
車
両
展
示
、
バ
ス

乗
り
方
教
室
、
ミ
ニ
電
動
バ
ス
、

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
、
バ
ス
ク
イ
ズ
＆

ガ
ラ
ポ
ン
、
市
町
村
運
営
バ
ス
の

紹
介 

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
５
３

　
リ
ー
グ
戦
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
声
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
11
月
18
日
㈯
第
32
節

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦

 

（
ア
ウ
ェ
イ
）

　
午
後
２
時 

キ
ッ
ク
オ
フ

　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

◆
11
月
26
日
㈰
第
33
節

　
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦

 

（
ア
ウ
ェ
イ
）

　
午
後
１
時 

キ
ッ
ク
オ
フ

　
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮

◆
12
月
2
日
㈯
第
34
節

　
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
戦
（
ホ
ー
ム
）

　
午
後
２
時 

キ
ッ
ク
オ
フ

　
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

　
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
が
あ
る
子
は

も
ち
ろ
ん
、
外
で
身
体
を
い
っ
ぱ

い
動
か
し
た
い
子
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
当
日
は
ヴ
ァ
ン
く
ん
も
参

加
予
定
で
す
。

■
開
催
日
時 

11
月
23
日
㈭

　
午
前
9
時
30
分
～
12
時

 

（
受
付
９
時
か
ら
）

■
対
象 

　
小
学
校
1
・
2
年
生
と
園
児

■
会
場

　
下
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

（
雨
天
時
は
同
体
育
館
）

■
内
容

•
親
子
ス
ポ
ー
ツ
の
学
び
舎

•
親
子
サ
ッ
カ
ー

■
参
加
費 

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
山
梨
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

望
月

　
☎
０
５
５
（
2
６
7
）
８
８
８
７

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

を
応
援
し
よ
う
！

～ 全国一斉の緊急情報の伝達試験が実施されます ～

全国瞬時警報システム

Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）

　身延町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時
に、全国瞬時警報システム（J-ALERT）から送られ
てくる国からの緊急情報を、さまざまな情報伝達手
段を用いて確実に皆さまへお伝えするため、町内で
緊急情報伝達手段の試験を行います。

11 月 14日（火）午前 11時頃
� 防災行政無線の放送が流れます。
放送内容　上りチャイム音 
　＋ 「これは、Ｊアラートのテストです。」× 3 回
　＋ 「こちらは、ぼうさいみのぶです。」
　＋ 下りチャイム音

注）全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。

J-ALERT（ジェイ・アラート）
　地震・津波や武力攻撃などの災害時
に国から送られてくる緊急情報を、人
工衛星などを活用して瞬時に情報伝達
するシステムです。

■ 問い合わせ先
　総務課 交通防災担当
　☎ 0556-42-4800

『
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
み
の
ぶ
』
参
加
者
募
集

公
共
交
通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

南
ア
ル
プ
ス
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

ツ
ー
ル
・
ド
・
富
士
川
ス
テ
ー
ジ
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有
料
広
告~

�

さくら商品券 取扱終了のお知らせ
　平素より「さくら商品券」をご利用いただき、ありがとうございます。
誠に勝手ながら「さくら商品券」の取り扱いを、下記の期限で終了さ
せていただくことになりました。
　長らくご愛顧いただき、誠にありがとうございました。

商品券のご利用期限

※期限が過ぎるとご利用できませんのでご注意ください。

※さくら商品券取扱店は、身延町商工会
ホームページまたは、取扱店店頭にてご
確認いただけます。

※商品券の販売は終了しました。

平成　　年　月　　日（火）まで32 3 31
【問い合わせ先】身延町商工会　☎ 0556-62-1103

見　本

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た
。

　
梅
平
一
区
で
は
、地
域
の
連
帯
感
の
向
上
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

法
被
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
室 
企
画
政
策
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
１

　
９
月
16
日（
土
）に
小
瀬
ス
ポ
ー

ツ
公
園
武
道
館
に
お
い
て
、
第
70

回
体
育
祭
り
開
会
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
に
お
い
て
山
梨
県
体
育
功
労

者
が
表
彰
さ
れ
、
身
延
町
か
ら
は

３
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
体
育
功
労
者
表
彰

�

を
受
賞

※
左
か
ら

石
川
君
男
さ
ん

（
山
梨
県
小
中
学
校
体
育
連
盟
）

二
宮　
進
さ
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ま
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。



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　11月号　No.15827

� 氏　名� （年��齢）� 届出人� （地　区）

出 生 すくすくよい子に

� あかちゃん� 保護者� （地　区）

死 亡ありがとうございます ご冥福をお祈りします

―　身 延 町 へ　―

寄 付

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉 －　入札日　9 月 20 日　－　 
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円）落札率（％）

みのぶ自然の里ベッド他購入 － ㈱マルアイ産機 4,644,000 92.27
身延小学校スクールバス購入 － 山梨日野自動車㈱ 15,552,000 85.95

 －　入札日　9 月 29 日　－　 
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円）落札率（％）

西嶋・八日市場排水機場耐震診断業務委託 －
三井共同建設コンサルタン
ト㈱山梨営業所

25,920,000 94.45

ヤマメの里解体撤去工事 杉 山 ㈱熊谷組 26,082,000 97.14
下山用排水路改良工事 下 山 ㈱モストラ 1,512,000 90.32
西嶋用排水路改良工事 西 嶋 ㈱川口建設 5,778,000 97.81
根子用排水路改良工事 根 子 中富土木㈲ 4,784,400 98.01
竹之島用排水路改良工事 常 葉 出羽建設㈱ 4,860,000 97.40
常葉用排水路改良工事 常 葉 出羽建設㈱ 4,374,000 97.59

みのぶ自然の里ネットワーク機器購入 －
東京コンピュータサービス
㈱甲府支店

1,922,400 56.54

みのぶ自然の里テレビ購入 － ㈱邦文堂 1,454,760 77.03
みのぶ自然の里研修用机他購入 － ㈲片山商会 1,890,000 90.77

―　社会福祉協議会へ　―

平成29年9月1日～ 30日までの受付（敬称略・順不同） ※字体は原則として新字を使用しています。
※本人・ご家族の申し出があったもののみを掲載しています。

広報みのぶ　11月号　No.15823

� 夫� 妻� （地　区）

婚 姻 末永くお幸せに

※個人情報保護のため、個人が特定できる情報は
　削除して掲載しました。



広報みのぶ　11月号　No.158 28

過去の広報みのぶは、身延町ホームページにて閲覧できます。
https://www.town.minobu.lg.jp/
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11 月 15 日（水）
　販売開始！！

◆販売場所
　役場本庁舎（政策室）、
　身延支所、下部支所の各窓口
◆価　　格
　1 枚 52 円
　※インクジェット紙です
◆枚　　数（計10,000 枚）
　• パターン①　5,000 枚
　• パターン②　5,000 枚

パターン① パターン②

身延町公式年賀状

予約受付は 11 月 1 日（水）～
　※電話予約可能です。

【代表者】渡辺 直材
【活動日時】毎週火曜日・金曜日
　　　　　小人　午後７時 30 分～ 9 時
　　　　　大人　午後９時～ 10 時

【活動場所】大河内小学校体育館
　身延葵剣友会は設立当初から「礼と節と親孝行」
の教育を剣道を通して続けております。剣道の技
術を習得させ、心身共に人間性を育成し、剣道の
伝統、剣の道、人の道を指導しております。
　剣道は何の為にするのか。「相手の心を読むこと」
が、人間形成の道であると信じ頑張っております。
子どもだけでなく、大人もご参加ください。

【代表者】望月 勝男
【活動日】毎週火曜日・金曜日
【活動場所】身延弓道場、下部弓道場、中富弓道場
チームスポーツ
　伝統武道としての弓道の奥義を知り、その深さ
の魅力を発見することで楽しく豊かな日常生活を
送ることができるでしょう。標的に当てる快感や
段を取ることも励みになります。弓道では、立っ
たり座ったり全ての動作を呼吸に合わせて、ゆっ
くり動きますので、知らず知らずのうちに足や腰
も強くなり、気力も充実してきます。
　小学生から高齢者まで始められるスポーツです。

【代表者】春澤 政志
【活動日】６月上旬
【活動場所】町内ゴルフ場
　緑の芝生が織り成すゴルフ場の風景は、格別な
ものがあります。
　ゴルフ部は、身延・中富・下部の各地にそれぞ
れ支部を置き、年１回県体育祭出場選手選考会を
兼ねて、町民ゴルフ大会を実施しています。今年
で 13 回目の大会になりますが、老若男女総勢 83
人の参加があり、参加最高齢者は 88 歳でした。
　町民ゴルフ大会への多くの方のご参加をお待ち
しています。

【活動日時】主に毎週木曜日 午後 6 時～８時
　　　　　（変更の場合あり）

【活動場所】静川体育館

初心者大歓迎！
　４年前から山梨県綱引き選手権へ出場して上位
入賞しています。体幹が鍛えられ、日ごろのスト
レス発散に効果あり。
　単純に綱を引っ張るだけではなく、体験した人は
綱引きの魅力や奥深さに魅了されていきます。一緒
にいい汗をかいて、身も心もスッキリしましょう。

　身延町体育協会専門部では、スポーツを始めたい人の見学や入部をお待ちしてい
ます。興味がある方は各専門部の連絡先、または事務局までお問い合わせください。

身延町体育協会専門部の紹介

剣道部

■ 問い合わせ先
　身延町体育協会事務局
　（生涯学習課）
　☎ 0556-20-3017

綱引部

ゴルフ部弓道部


